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（仮称）那賀・海部・安芸風力発電事業

環境影響評価方法書の概要について

令和3年2月

那賀・海部・安芸風力発電 合同会社
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説明の内容
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① 対象事業の目的

② 対象事業の概要

③ 工事計画

④ 対象事業実施区域及びその周囲の概況

⑤ 配慮書に対する意見と事業者の見解

⑥ 環境影響評価の項目並びに

調査、予測及び評価の手法



①対象事業の目的
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本事業は、良好な風資源を得られる徳島県那賀郡那賀町、
海部郡海陽町及び高知県安芸郡馬路村において、風力発電
施設の設置を行い、風力エネルギーによるクリーンな電気
を発電し、電力会社の送電網を介して広く一般に電力を供
給する事業である。また、本事業で設定した対象事業実施
区域にはグループ企業の所有地が含まれており、グループ
企業の所有地の有効活用とともに、グループ企業が推進し
ている林業活性化事業との連携を行うことが可能となる。

このことは、地元の林業資源の有効活用にも繋がり、地
域経済の発展に寄与する事業であると考える。

本事業の実施によって、当該地域における再生可能エネ
ルギーの導入促進に資するとともに、地域における新たな
産業や雇用の創出等を通じ、地域活性化に貢献することを
目的とする。



①対象事業の目的
【グループ企業の所有地と対象事業実施区域】

4

グループ企業の所有地

対象事業実施区域

（風力発電機設置エリア）

対象事業実施区域

（搬出入路エリア）

市町村界

風力発電機設置予定位置

凡例



②対象事業の概要
【対象事業実施区域の位置】
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徳島県全土及び高知県の一部



②対象事業の概要
【対象事業の概要】
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事業実施想定区域

（旧区域：配慮書段階）

対象事業実施区域

（風力発電機設置エリア）

対象事業実施区域

（搬出入路エリア）

市町村界

風力発電機設置予定位置

◆対象事業実施区域面積
約3,238 ha
(配慮書段階：約4,541 ha)

◆出力（※）
約3,200kW×最大30基
＝総出力94,450kW(最大)

※最大94,450kWを超過する場合は、出力
制限等により最大出力を94,450kWに調
整する予定

(配慮書段階:約3,200kW×最大34基
＝総出力96,000kW(最大))

凡例

・特定植物群落内の風力発電機
の設置を回避（4基減少）。

・自然度の高い植生や地形の状
況を考慮して搬出入路エリアを
変更。



②対象事業の概要
【対象事業の概要】
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風力発電機の概要（予定）

発電機出力 約3,200kW

ブレード枚数 3枚

ローター径 約103m

ハブ高 約85～110m

高さ 約136.5～161.5m

ローター径
約103m

ハブ高
約85～110m

高さ
約136.5
～161.5m

GL



②対象事業の概要
【資材等運搬ルート（案）】
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A案

B案



③工事計画
【工事の概要】
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主な工事 内容 期間及び工程(予定)

土木工事

資機材搬出入路工事、管理用道路工事、
風力発電機敷地造成、風力発電機基礎
工事

着工より1～46ヶ月

電気工事
送電線敷設、変電設備造成・基礎工事、
変電設備据付工事

着工より1～48ヶ月

風力発電機
据付工事 組立・据付 着工より25～47ヶ月



③工事計画
【その他の工事計画】
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その他の
工事計画

内容

工事に使用
する建設機械

・バックホウ、ブルドーザ、大型ブレーカ、ダンプトラッ
ク、オールテレーンクレーン、大型トレーラー 等

給水計画 ・工事中における散水等の用水は給水車による搬入を予定

排水計画
・降雨時の排水は、沈砂池を設置して適切に処理を行う。
・工事期間中におけるトイレは、汲み取り式や浄化槽など
環境に配慮した形式のものを選定する。

産業廃棄物等
処理計画

・再資源化に努めて最終処分量を極力減ずる他、法令等に
基づき、適切に処理する。

・掘削土等は、対象事業実施区域内で盛土、切土のバラン
スを考慮し、発生土量が少なくなるように計画する。

・沢や谷に土捨場を設置しない計画とする。

緑化計画
・改変部分のうち切盛土面は、原則地域の在来種等による
緑化（種子吹付等）又は植栽を実施する。



④対象事業実施区域及びその周囲の概況（文献調査結果）
【大気環境、水環境】
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環境要素
の区分

主な地域特性

大気環境

・対象事業実施区域の北西約5kmに位置する木頭地域気象観測所に
おける気象は、年間降水量が3,092.4mm、月別の降水量の最大値
が510.0mm（8月）、年間平均気温が13.4℃、年平均風速が
0.9m/sであった。

・対象事業実施区域の北東約24㎞に位置する鷲敷局（一般環境大
気測定局）における令和元年度の測定結果は、二酸化窒素、微小
粒子状物質が環境基準を満足していた。

水環境

・対象事業実施区域北側に一級河川の那賀川水系、南側に二級河川
の海部川水系が存在している。

・海部川吉野橋地点において、令和元年度では、大腸菌群数を除く
全ての生活環境項目及び健康項目が環境基準を満足していた。



④対象事業実施区域及びその周囲の概況（文献調査結果）
【その他の環境】
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環境要素
の区分

主な地域特性

その他の
環境

・対象事業実施区域及びその周囲には、主に乾性褐色森林土壌、褐
色森林土壌等が分布する。

・対象事業実施区域及びその周囲には、主に中起伏山地、大起伏山
地等が分布し、傾斜角度30°以上の急傾斜地が多く分布している。

・対象事業実施区域及びその周囲には主に砂岩、砂岩泥岩互層、泥
岩等が分布している。

・対象事業実施区域及びその周囲において、「日本の地形レッド
データブック」等により指定された重要な地形は存在しない。



④対象事業実施区域及びその周囲の概況（文献調査結果）
【動物、植物、生態系】
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環境要素
の区分

主な地域特性

動物
植物

生態系

・文献調査では、動物の重要な種は合計186種（ヤマネ、カモシカ、クマ
タカ、ヤイロチョウ等）、植物の重要な種は合計355種（キリシマイワ
ヘゴ、タヌキノショクダイ、カタクリ、ギンラン等）が確認された。

・対象事業実施区域には、スギ・ヒノキ・サワラ植林、モミ群落(Ⅵ)、ア
カシデ-イヌシデ群落(Ⅴ)、アカシデ-イヌシデ群落(Ⅶ)が広く分布して
いる。

・基本的な調査対象範囲における重要な自然環境のまとまりの場として、
対象事業実施区域内には、植生自然度9（イヌシデ-アカシデ群落、ツガ
群落、ヒノキ群落、モミ群落(Ⅵ)、ヤハズアジサイ-サワグルミ群集）
及び10（キシツツジ群集、ササ群落(Ⅳ)）の植生、特定植物群落（轟ノ
滝カシ林、成瀬神社のアカガシ林、湯桶丸のブナ林、雁巻山の森林）、
自然公園（中部山渓、魚梁瀬）、保安林、県指定鳥獣保護区（轟、雁巻
山、千本山）が存在している。



④対象事業実施区域及びその周囲の概況（文献調査結果）
【景観、人と自然との触れ合いの活動の場、廃棄物等、自然災害】
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環境要素
の区分

主な地域特性

景観、
人と自然
との触れ
合いの活
動の場

・基本的な調査対象範囲には10カ所の景観資源が存在しており、そのうち
「保瀬の崩壊」が対象事業実施区域（搬出入路エリア）近傍に存在する。
また、基本的な調査対象範囲における主要な眺望点は、千本山展望台が
ある。

・基本的な調査対象範囲には4カ所の人と自然との触れ合いの活動の場が
存在しており、そのうち「CAMP PARK KITO」が対象事業実施区域（搬出
入路エリア）に存在する。

廃棄物等
・対象事業実施区域の周囲50㎞の範囲には中間処理施設が130カ所、最終

処理施設が1カ所存在する。

自然災害
の状況

・対象事業実施区域周辺において、過去30年で17件の豪雨による自然災害
が記録されている。



⑤配慮書に対する意見と事業者の見解
（一般の意見：意見書99通、意見総数277件）

区分 主な意見

経済産業
大臣

・環境影響に応じて事業計画等を見直すこと。
・騒音、風車の影、鳥類、植物及び生態系への影響を回避又は極力低減す

ること。

徳島県
知事

・適切な影響評価を行い、必要に応じ事業の取りやめも含めた計画の抜本
的な見直しを行うこと。

・騒音及び低周波音、動物、植物、水環境、土地の改変等に伴う影響につ
いて適切な予測・評価を行い、影響を回避又は低減すること。

・地域住民への説明においては積極的な情報開示に努めること。

高知県
知事

・専門家等からの助言を踏まえ、適切な調査、予測及び評価を行うこと。
・地域住民等に対し積極的な情報提供を行うこと。
・重要な自然環境への影響を回避し、必要に応じて事業計画を見直すこと。
・騒音・低周波音、土砂流出、動物、植物、水環境、景観に配慮すること。

一般の
意見

・自然環境（ツキノワグマ、クマタカ等猛禽類、コウモリ、渡り鳥、植
物）、土砂災害、水の濁り、水源、山登り等、景観、騒音・超低周波音

・情報公開

・環境影響に応じ、事業の取りやめも含めた計画の抜本的な見直しを行います。
・各項目について、詳細な調査及び予測を行い、環境への影響を回避・低減します。
・積極的な情報公開に努めます。※方法書はダウンロード・印刷可能としました。
15



⑥環境影響評価の項目並びに調査、予測及び評価の手法
【環境影響評価の項目選定】
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影 響 要 因 の 区 分

環 境 要 素 の 区 分

工事の実施 土地又は工作物の存在及び供用

工事用資材等
の搬出入

建設機械の
稼働

造成等の施工
による一時的

な影響

地形改変及び
施設の存在

施設の稼働

騒音及び
超低周波音

騒音 ○ ○ ○
超低周波音 ◎

振動 ○
水質 水の濁り ○
底質 有害物質
水資源 ◎ ◎
地形及び地質重要な地形及び地質
地盤 土地の安定性 ◎
風車の影 ○

動物
重要な種及び注目すべき生息地 ○ ○

海域に生息する動物

植物
重要な種及び重要な群落 ○ ○

海域に生育する植物
生態系 地域を特徴づける生態系 ○ ○

景観
主要な眺望点及び景観資源並び
に主要な眺望景観

○

主要な人と自然との触れ合いの活動の場 ○ ○

廃棄物等
産業廃棄物 ○

残土 ○

放射線の量

注） ○ ：経産省の参考項目で選定する項目、◎：経産省の参考項目でないが選定する項目
空白：事業実施による影響がないため環境影響評価項目として選定しない項目



⑥環境影響評価の項目並びに調査、予測及び評価の手法
【⑥-1 騒音】
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項目 調査手法 時期等

環境騒音､地表面の状況
現地調査
(騒音計による計測、目視確認等)

4季
72時間/季

道路交通騒音
現地調査
(騒音計による計測)

2回
(平日、土曜)

交通量の状況、沿道の状況
既往文献調査、現地調査
(数取器による観測、目視確認等)

2回
(平日、土曜)

道路構造の状況
現地調査
(メジャーによる測定)

1回

道路交通騒音調査(例)環境騒音調査(例)

騒音計

交通量調査(例)



⑥環境影響評価の項目並びに調査、予測及び評価の手法
【⑥-1 騒音】

18

環境騒音：5地点(環境)
→集落等に設定

道路交通騒音等：2地点(沿道)
→沿道の住居付近に設定



⑥環境影響評価の項目並びに調査、予測及び評価の手法
【⑥-2 超低周波音】
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項目 調査手法 時期等

超低周波音､地表面の状況
現地調査
(低周波音計による計測、目視確
認等)

4季
72時間/季

超低周波音調査(例)

低周波音計



⑥環境影響評価の項目並びに調査、予測及び評価の手法
【⑥-2 超低周波音】
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超低周波音：5地点(環境)
→集落等に設定



⑥環境影響評価の項目並びに調査、予測及び評価の手法
【⑥-3 振動】
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項目 調査手法 時期等

道路交通振動
現地調査
(振動計による計測)

2回
(平日、土曜)

交通量の状況、沿道の状況
既往文献調査、現地調査
(数取器による観測、目視確認等)

2回
(平日、土曜)

道路構造の状況
現地調査
(メジャーによる測定)

1回

道路交通振動調査(例)

拡大

振動計



⑥環境影響評価の項目並びに調査、予測及び評価の手法
【⑥-3 振動】
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道路交通振動等：2地点(沿道)
→沿道の住居付近に設定



⑥環境影響評価の項目並びに調査、予測及び評価の手法
【⑥-4 水質】
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項目 調査手法 時期等

浮遊物質量
既往文献調査、現地調査
(試料の採取及び分析)

平水時:4季
降雨時:2回

土質の状況
現地調査
(試料の採取及び分析)

1回

流れの状況
現地調査
(流速計による測定)

平水時:4季
降雨時:2回

流れの調査(例)土質の調査(例)浮遊物質量の調査(例)



⑥環境影響評価の項目並びに調査、予測及び評価の手法
【⑥-4 水質】

24

浮遊物質量、流れ：17地点
→周辺の河川や沢、集水域

等を踏まえて設定



⑥環境影響評価の項目並びに調査、予測及び評価の手法
【⑥-4 水質】

25

土質：13地点
→周辺の土質の状況を踏ま

えて設定

土質調査地点



⑥環境影響評価の項目並びに調査、予測及び評価の手法
【⑥-5 水資源、⑥-6 地盤、⑥-7 風車の影】

26

項目 調査手法 時期等

水資源の利用状況
既往文献調査、ヒアリング、現地
踏査

ー

項目 調査手法 時期等

土地の安定性
既往文献調査、現地調査
（ボーリング調査）

1回

【⑥-5 水資源】

【⑥-6 地盤】

項目 調査手法 時期等

土地利用の状況、
地形の状況

既往文献調査、現地調査
(目視確認等)

ー

【⑥-7 風車の影】



⑥環境影響評価の項目並びに調査、予測及び評価の手法
【⑥-7 風車の影】

27

風力発電機設置予定位置
に近い住宅等に設定

対象事業実施区域から500m間隔の範囲



⑥環境影響評価の項目並びに調査、予測及び評価の手法
【⑥-8 動物】

28

注）現地調査の詳細は次頁以降

項目 調査手法 時期等

哺乳類、鳥類、爬虫類、両
生類、昆虫類、魚類、底生
動物に関する動物相の状況

既往文献調査、現地調査 各季

重要な種及び注目すべき生
息地の分布、生息の状況及
び生息環境の状況

既往文献調査、現地調査 各季



⑥環境影響評価の項目並びに調査、予測及び評価の手法
【⑥-8 動物：哺乳類】

29

項目 現地調査の手法 時期等

哺乳類

フィールドサイン調査、自動撮影調査 4季(春,夏,秋,冬)

捕獲調査、コウモリ類調査(夜間調査、捕獲調査) 3季(春,夏,秋)

巣箱調査 5～10月各月1回

コウモリ類調査(高所バットディテクター調査) 5～11月連続

捕獲調査: ｼｬｰﾏﾝﾄﾗｯﾌﾟ

捕獲調査: ﾓｰﾙﾄﾗｯﾌﾟ

捕獲調査: ﾋ゚ｯﾄﾎｰﾙﾄﾗｯﾌﾟ

自動撮影調査

コウモリ類捕獲調査

コウモリ類夜間調査

巣箱調査

バットディテクター

(例) ハープトラップ



⑥環境影響評価の項目並びに調査、予測及び評価の手法
【⑥-8 動物：哺乳類】

捕獲・自動撮影：18地点
巣箱：5地点
コウモリ類捕獲：3地点

→周辺の植生の状況を踏ま
えて設定

30

コウモリ類高所バットディテクター
調査は、対象事業実施区域内に設置
予定の風況観測ポールに設置



⑥環境影響評価の項目並びに調査、予測及び評価の手法
【⑥-8 動物：鳥類】

31

項目 現地調査の手法 時期等

鳥
類

一般
鳥類

任意観察調査、ポイントセンサス法、夜間調査 4季(春,夏,秋,冬)

ICレコーダー調査 1季(春)

希少
猛禽類

定点観察法 2営巣期+非繁殖期

営巣木調査 2回(非繁殖期)

渡り鳥
定点観察法 2季(春,秋)

レーダー調査 2季(春,秋)

任意観察調査(例) 定点観察法、ポイントセンサス法(例)



⑥環境影響評価の項目並びに調査、予測及び評価の手法
【⑥-8 動物：一般鳥類】

32

一般鳥類(ポイントセンサス
法)：16地点

→周辺の植生の状況を踏ま
えて設定



⑥環境影響評価の項目並びに調査、予測及び評価の手法
【⑥-8 動物：猛禽類及び渡り鳥】

33

猛禽類：33地点
渡り鳥：7地点

→周辺の地形や可視領域を
踏まえて設定



⑥環境影響評価の項目並びに調査、予測及び評価の手法
【⑥-8 動物：爬虫類、両生類、昆虫類】

34

項目 現地調査の手法 時期等

爬虫類 直接観察調査 3季(春,夏,秋)

両生類 直接観察調査 4季(早春,春,夏,秋)

昆虫類
一般採集調査、ベイトトラップ法、ライ
トトラップ法、マレーズトラップ法

3季(春,夏,秋)

爬虫類・両生類直接観察調査

昆虫類一般採集調査 ライトトラップ法

ベイトトラップ法

(例)



⑥環境影響評価の項目並びに調査、予測及び評価の手法
【⑥-8 動物：爬虫類、両生類、昆虫類】

35

爬虫類・両生類：調査地域内
昆虫類：18地点

→周辺の植生の状況を踏ま
えて設定



⑥環境影響評価の項目並びに調査、予測及び評価の手法
【⑥-8 動物：魚類、底生動物】

36

項目 現地調査の手法 時期等

魚類 捕獲調査、潜水目視調査 3季(春,夏,秋)

底生動物 定性採集及び定量採集 3季(春,夏,秋)

捕獲調査,任意採集：タモ網(例)

捕獲調査：投網(例)

捕獲調査：刺網(例)

捕獲調査：セルびん(例)

潜水目視調査(例)

定量調査(例)



⑥環境影響評価の項目並びに調査、予測及び評価の手法
【⑥-8 動物：魚類、底生動物】

37

魚類、底生動物：17地点
→周辺の河川や沢、集水域

等を踏まえて設定



⑥環境影響評価の項目並びに調査、予測及び評価の手法
【⑥-9 植物】

38

注）現地調査の詳細は次頁以降

項目 調査手法 時期等

種子植物その他主な植物に
関する植物相及び植生の状
況

既往文献調査、現地調査 各季

重要な種及び重要な群落の
分布、生育状況及び生育環
境の状況

既往文献調査、現地調査 各季



⑥環境影響評価の項目並びに調査、予測及び評価の手法
【⑥-9 植物】

39

項目 現地調査の手法 時期等

植物相 直接観察調査 3季(春,夏,秋)+補足

植生 コドラート調査、現存植生図の作成 1季(秋)

巨樹・巨木調査 直接観察調査及び計測 1季(秋)

植物相・植生調査(例) 巨樹・巨木調査(例)



⑥環境影響評価の項目並びに調査、予測及び評価の手法
【⑥-9 植物】

40

植物相：調査地域内
コドラート：24地点

→周辺の植生の状況を踏ま
えて設定

巨樹巨木：改変の可能性のあ
る範囲



⑥環境影響評価の項目並びに調査、予測及び評価の手法
【⑥-10 生態系】

41

注）現地調査の詳細は次頁以降

項目 調査手法 時期等

動植物その他の自然環境に係る概
況

既往文献調査、現地調査 各季

複数の注目種等の生態、他の動植
物との関係又は生息環境若しくは
生育環境の状況
①上位性の注目種：クマタカ
②典型性の注目種：アカネズミ
③特殊性の注目種：ツキノワグマ

既往文献調査、現地調査 各季



⑥環境影響評価の項目並びに調査、予測及び評価の手法
【⑥-10 生態系】

42

項目 現地調査の手法 時期等

上位性：
クマタカ

生息状況調査：定点観察法 2営巣期+非繁殖期

餌資源調査：糞粒法、任意踏査 4季(春,夏,秋,冬)

典型性：
アカネズミ

生息状況調査：捕獲調査 3季(春,夏,秋)

餌資源調査：土壌動物調査 3季(春,夏,秋)

餌資源調査：シードトラップ 2季(夏,秋)

特殊性：
ツキノワグマ

生息状況調査：自動撮影調査 4～11月に各月1回

餌資源調査：シードトラップ 1季(秋)

糞粒法による調査(例) 土壌動物調査(例)



⑥環境影響評価の項目並びに調査、予測及び評価の手法
【⑥-10 生態系：クマタカ】

43

クマタカ生息状況：33地点
→周辺の地形や可視領域を

踏まえて設定



⑥環境影響評価の項目並びに調査、予測及び評価の手法
【⑥-10 生態系：クマタカ、アカネズミ】

44

クマタカ餌資源、アカネズミ
：18地点

→周辺の植生の状況を踏ま
えて設定



⑥環境影響評価の項目並びに調査、予測及び評価の手法
【⑥-10 生態系：ツキノワグマ】

45

生息状況：16地点
餌資源：9地点

→周辺の植生の状況を踏ま
えて設定



⑥環境影響評価の項目並びに調査、予測及び評価の手法
【⑥-11 景観】

46

項目 調査手法 時期等

主要な眺望点 既往文献調査 ー

景観資源の状況 既往文献調査 ー

主要な眺望景観の状況
既往文献調査、現地調査
(写真撮影及び目視確認)

4季(春,夏,秋,冬)

景観調査(例)



⑥環境影響評価の項目並びに調査、予測及び評価の手法
【⑥-11 景観】

47

景観：18地点
→周辺の眺望点や可視領域

等を踏まえて設定



⑥環境影響評価の項目並びに調査、予測及び評価の手法
【⑥-12 人と自然との触れ合いの活動の場】

48

項目 調査手法 時期等

人と自然との触れ合い活動
の場の状況

既往文献調査 ー

主要な人と自然との触れ合
い活動の場の分布、利用の
状況及び利用環境の状況

既往文献調査、現地調査
(目視確認及び聞き取り調査)

3季
(春、夏、秋)
各平日、休日

利用状況調査(例)



⑥環境影響評価の項目並びに調査、予測及び評価の手法
【⑥-12 人と自然との触れ合いの活動の場】

49

人と自然との触れ合いの活動
の場：4地点、3ルート

→周辺の人と自然との触れ
合いの活動の場を踏ま
えて設定



⑥環境影響評価の項目並びに調査、予測及び評価の手法
【予測及び評価の手法】

50

予測及び評価の手法

予測手法は、調査結果等を踏まえて、各項目の環境影響につ
いて、定量的な予測（数値シミュレーション等）や定性的な予
測（事例の引用等）とする。

評価手法は、以下の内容とする。
①環境保全計画を踏まえ、事業の実施による影響が実行可能

な範囲内で回避又は低減され、環境保全についての配慮が
適正になされているかどうかを評価する。

②法令等で基準等が定められている場合は、その基準等と整
合が図られているかを評価する。



ご清聴ありがとうございました


